
別紙2－2  

平成14年国民栄養調査に基づく大豆由来食品からの大豆イソブラボン摂取量分布く女性15歳～59歳）  

全対象者中の割合（％）  
50％  95％  

95パーセンタイル値：64mg／日  

0〉0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  ≧  

摂取量（mg）   



別紙2－3  

平成14年国民栄養調査に基づく大豆由来食品からの大豆イソフラボン摂取量分布（女性50歳以上）  

全対象者申の割合（％）  

10  20  30  40  50  60  70  80  90  

摂取量（mg）   

0 〉0  



別紙2－4  

平成14年国民栄養調査に基づく大豆由来食品からの大豆イソブラボン摂取量分布（男性15歳以上）  

全対象者中の割合（％）  

50％  95％  

50パーセンタイル値：18mg／日  95パーセンタイル値：76mg／日  

（中央値）  

0〉0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  ≧  

摂取量（mg）   



安全性に関する試験報告（閉経前女性）一覧  別紙3－1   

文献 番号   大豆イソフラボン摂取量  試験内容の情報   

取量  
日常摂   人種  摂取期間（  

試験データの取捨選択理由  人数、年齢  

l  

（mg／日）  試験実施地）  で表示）   

m澤■   

44－2  25．0  25－  被験者3名のみ  

桝一郎刑期鮮  ‘拭邸樹’剖祥一L、）鷺誰拭肺二三ti；1  掛汁’■謝配偶諦掛‘√く＝乳翫憤■要塞G払JJJJて「！軌1    蕃  距離    ’i一」′′コ鳥▲■≠l  l■1小∩           堅明狩．t！11守一．、罫  ，間鞘将珊一。宕）澤聖㍍r、ユ埠誓射撃登  抑．．句ごヱ．・郎抑榊関野油断照        鞘準御輔弼  墾鞭ヱ．  ぎ噂   ．＿1▲1く．r、  
45－1   10  20．0  30．  データの起ノ終点なし  （変動値のみ）  

45－2   10  40．0  50．  データの起／終点なし（変動値のみ）  

45－3   10  50，0  60．  被験者3名のみ  

36．2  36．2  E2データの起／終点なし（変動％のみ）  

27．7  27．7  E2データの起／終点た  註し（変動％のみ）  
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46－1  

38．0  38．  経口避妊薬服用者  
48  37，4  37．  月経周期にあわせたホルモン値の分析データ、月経周期のデータなし  
50  45．0  45．  ホルモン値の分析デ  －タ、月経周期のデータなし  
51  45．0  45．  ホルモン値の分析デ  －タ、月経周期のデータなし  
52   4  55．0  59．  ホルモン値の分析が黄体期  

53－1  10．0  10．  用量別のクロスオー／  〈－試験、起点のE2データなし  

53－2  64．0  64．  同上  

53－3  128．0  128．  同上  

55－1  15．8  56．9  72．7  55－2の・被験者と重複  

豊漁 

154．0  154．  E2の変動P＝0．01、E2データの起／終点なし（変動％のみ）  

口  75．0  76．  ホルモン値の分析データなし  
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安全性に関する試験報告（閉経前女性）一覧  別紙3－2  

＊SE：Standard8rrOr（標準誤差）  

SD：St抑darddeviation（棲準偏差）   



別紙4  

大豆イソブラボンが血清E2濃度及び月経周期に与える影響   

（1）豆乳一鳩OmI（大豆イソブラボン57．3mg／日（アグリコン換算））摂取による影響（卵胞中期）   

通常食生活に加えて、約400ml／日の豆乳（総大豆イソフラボン摂取量121．2mg／日（アグリコン換算75．7   

mgノ／日）：豆乳以外の食品によるものを含む）を2月経周期摂取した場合のホルモン値（血清採取卵胞期   

9～12E‡）及び月経周期の変動55）  

約∠tOOmV日の豆乳（大豆イソフラボン57．3mg／目（アグリコン換算））摂取により、血  

清Ⅰ弓2は約33％低下し、月経周期は12％延長した。  

＜通常の食生活＞   

総イソフラボン29．5mg／日  

（アグリコン換算18．4mg／日）  

＜通常の食生活＋豆乳約400ml／日＞   

総イソフラボン 121．2mg／日   

（アグリコン換算 75．7mg／日）  

、 

・ ．・単車・！こ∴．∴■  ［二二〇＞  

（2）豆乳1000ml（大豆イソブラボン147mg／日（アグリコン換算））摂取による影響（卵胞後期）   

毎食時一12オンス（約355ml）の豆乳（1065ml／日、大豆イソブラボン摂取量215．6mg／日（アグリコン換算   

約147mj竺／日））を1月経周期摂取した場合のホルモン値（血清採取卵胞期12～14日）及び月経周期の   

変動57）  

約］000m〟日の豆乳（大豆イソフラボン147mきノ日（アグリコン換算））摂取により、血  

清Ⅰ－二2は約81％低下し、月経周期は12％延長した  

＜通常の一食生活＞  

（大豆ノソフラボン摂取量不明）  

く通常の食生活十豆乳約1000ml／目＞   

総イソフラボン 215．6mg／日   

（アグリコン換算147．Omg／日）  

＝二＞  

ーl・草葉聾覿   
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